
0.05% (最小) ， Mn が 1.10- 1.40 % ， S が 0.05 % (最大) ， P が

0.05% (最大) である。

以上は現在主として使間されるレーノレの性質についてである

が， このほかに現在使用されていないものとして，ク ローム鋼，

ニ ッ ケル鋼，シ リコン鋼，チタ ニ ウム鏑等の ν ーんがある。 これ

らのレ ーノレは強度を均すために考えられたものである。すなわ

ち詐通レーノレの成分のほかに， クロ ー ム， ニッケ ノレ， γ リコ ソ ，

チタ ニウム等を配合したもので，国鉄で創業当時外国から輸入

され，試験的に敷設されたものであるが，わが国においては背

巡炭素鋼レー ノレ と比較してあまりその優秀性が箆められなかっ

た。ただ諸外国の例によると 2 倍以上レー ノレの寿命が延ひ.たと

いわれている。このようにレールはその耐用命数を延ばすため

成分を極々変えているが，こ のほかにレ ールの使用目的によっ

てもまた成分を具にしている。 すなわち前記のものはすべて鉄

道を対象としているが，このほか路面電耶用， クレ ー γ周，軽

使軌道府警fzによりその成分を具にしている。(沢田謙二)

レールのざくつ レールの挫屈 (英) buckling レール磁

出しと同じ現象であるが， 学術用語であって軌道の力学的研究

に際して用いられる。(伊地知l堅一)

レールのしゆるい レールの種類 通常単位長さの重金でい

い表わしているが，このほかに使用場所またはその 目的による

もの ， 断固形状の表現， またその断面形状を制定した国 ・ 技術

協会 ・ 会社または個人等の名による もの， レーノレの材質や化学

成分の特長によるもの，性能上の特長によるもの，そのほか製

造上の特長によるものなどの分け方がある。

l レー ノレ発達の歴史慨略と断面形状による分け方

レ ー ノレの極類を研究するには，まずその歴史をひもとかなけ

ればならない。レ ー ノレの初めは 1603 年イギリスの炭坑で石炭を

運ぶ馬車が 2 枚の板を道路に1mめて ， その上を走ったのが初

めだと いわれてい るが， 角材をlJiの通路に利用したものは，す

でにそれ以前にもあった よう である。その後木材に鋳鉄板(長

さ 3- 4') を強ったものに変り ， 1789 年ころからは木材のかわり

に直接鋳鉄を使用するようになった。その後踏襲!判事の発明とと

もに，イギリスを初め 菅のレ ー ル

欧州各地で各極のレ - ~ 

ノレが考祭された。 1825 卜 ; 一二 : :1 -弓"，____ -戸 u

年イギ リスのスト ック 」一~

ト ン とダー リ ン ト γ と

の間における世界最初

の鉄道開通の際に使用され

たのは，鋳鉄製魚腹型レ ー

/レ と称するものである。一

1789 年ウィ リアム ・ ゼソップが特
許を得たも ので， 7 イッシュベリ
ー (;魚腹型)といわれる鋳鉄製

JL 主主言
両端を支持台(チェア ー)にの

方1784年には錬鉄を製作す
せボルトで締付けるもの.鋳

る炉 (puddling furnace) が 鉄製 1797 年.

考苦揺されており， また綴圧繊 (てんあっき)が発明されて，書店鉄

製 νーノレの発達を促進した。 1829 年リパプールと マ ソチェ スタ

ー間に敷設されたものは，錬鉄製， 長さ 15' ， 35 1 bs/yd のもので

あった。

これよりさき， 1820年には耳目1mを円形にして勝耗を滅少させ，

チェヤ ーを使用して枕木上にのせる T型の錬鉄製 ν ー ノレが， ジ

ョソ ・ バーゲ ンシ ョ ウに よって発明された。これがのちにイギ

リスの標準と なった牛頭 ν ー ノレや双頭レ ールの淑をなしている。

1 830 年にはイギリスて九ロパート・エノレ ・ スチプソ (Rovert L. 

Ste vens)によって現今一般的に使用されている レ ールによく似

た T型レール (底部を入れる と工型であるが， 古くからT'sect ion

とい っている。 平底軌条またはエ形軌条ともいう)が考案綴造

レールのしゅ

圧延レ ールの変遷

r.I!a 2色 ~ 1¥ I 
1808年λ 1820~下パ 1831年最 1837年双 1844年 U 1845年ベ
トラ γ フ. ー ゲンシ 初のレ ー iiJi レーノレ 型レール 7 ・ ヘツ
(阪)ν ー ョウ設晋! ル 40.8 持 50 詩 40 持 ド (梨頭)
ル 19 詰 のレ ール レ - Jレ

25 # 58 器

~ ヱ ヱ .l ~l 
1856年 コ 1868年 '7 1883年ダ 1910年 ニ 1925年A. 1931年P
/ 'ξ ウ‘ノ エレタ自主 ットレ ー ュ ウジャ R.E.A.型 S. t回 ν ー
ド ・ レ ー 晋! の ν ー 設計の ν ー シ ー C. レー Jレ Jレ 155 昔
ル 60 若 ノレ 67 普 ー ル R.R レー 150 持

80.2 ~ ノレ 135 持

された。これは長さ 18' ， 36 1 bs/yd で， 鉄釘で石の枕木に取り

つけ継手は差し込みとし， 鋲(びょう) を打ち込むようにな っ て

いる。このレー ノレは前記の形状から考案したもので，チェ ヤ ー

が高価につくため底部を広くして，これを石の上にのせ釘で取

りつけたもので， 釘は今日の犬釘となり ， また差し込み継手は

継目板となり，鋲はポノレトに変ったのだといわれてい る。こ の

型は後年， ア ー ル ・ エ ッチ ・ サグレが改良して，ほぼ今日の T

型 レ ー ノレの基礎を作った。

これとほとんど時を同じくして， イギリスでチヤ ー ノレス ・ ピ

ニヨー ル (Charl es Vignol s) によ っ て同様の T型レ ールが発明

され， パリ ーの地中海鉄道に用いられた。その後イギリスでは，

U型 (U'shaped ra il，橋型 bridge rail とも いう)や，双頭型，牛

M型など箇々の型のレー ノレが考案製造された。

双頭軌条 (doubl e head rail) と いうのは，底部と頭部が悶じ

l断扇で，欽のチェヤ ーの上にのせて使用する。初めレー ルが摩

耗した場合，上下を転倒して再度使用するつも りであったが，下

部のチ ェヤーに接する部分がき鎖して使用することができなく

なり ， 1 858 年牛頭軌条 (bull head rail) が考案されこれに変っ

た。この型は頭部が下部より 牛頭 ν ー ル

やや大であり ， 前 主 同様チ ェ 陽司

ヤ ー の上にのせ，侠( く さび) !/タ路誠九

で締め付けて移動を防ぐよう 広三ノ \一再

にしである。この双脚や牛 }そ ij - B- i 
頭型は，最近までイギリスの/ リ ¥iI - ¥ 

標準レ ー ノレてeあ ったし，わが国でも明治の初期， 京浜聞の鉄道

開始にあたっては牛頭型が使用された。

イギ リス で双Mlo回や牛頭型が普及発達している間に， 欧州各

地では平底型が発途したので， 今 日でも欧州では平底軌条のこ

とをピニヨ ール (V ignols) レール といっている。

前述のように初期のレールは鋳鉄製および錬鉄製であ ったが，

1856 へソ リ ー・ ベッ セ マ ーが， ベッ セマー製鋼法を発表して以

来，鋼の廉価かつ大量生産が可能となり ， レ ー ノレにも鏑を使用

する よ うになった。 すなわちイギ リスでは 1860 年，アメリカで

は 1865 年に初めてベッセマ ー法による銅製レールが製造され

ている。なおベッセマ 一法が転炉法 (converter) であ るに対し，

これと時を同じくして， 1856 年イギリス人シ ー メンス兄弟が平

炉法 (open hea rth) を発明， 1865 年プランス人マルチンがこれ

による屑鉄法に成功して， いわゆる今 日 の γ ー メンス ・ 7 ノレチ




